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【レポートの対象期間　：　2021/7/1～2021/11/31】

【レポートの対象期間　：　2021/12/1～2022/8/31】

発行日 2022年12月12日

環境経営レポート

1.　 株式会社ボルターの環境経営レポート

2．　株式会社NE東北の環境経営レポート

【レポートの対象期間 ： 2021/7/1 ～ 2022/8/31】



　株式会社　ボルター

発行日 2022年11月28日

環境経営レポート

【レポートの対象期間 ： 2021/7/1 ～ 2021/11/30】

（東村工場）

6．　環境関連法規制の遵守

7．　代表者による全体の評価と見直し・指示

≪目次≫

1．　環境経営方針

2．　事業活動の規模

3．　EA21推進体制

4．　環境経営目標とその実績　

5．　環境経営計画の取り組み計画と評価



1.　環境経営方針

　環境理念

　地球の未来の為、人の生活・安全・健康を守る為
　あらゆる環境問題が人類共通の課題であると認識し
　環境負担の低減、環境保全を考えた事業活動に努めます。

　環境経営への行動方針

　株式会社ボルターは変圧器、リアクトルの製造販売事業を軸とし電力事業に携わる企業として

　環境理念を踏まえ社会に貢献し,お客様、地域の皆様に喜んで頂ける様

　全従業員で考え努力し、以下の行動に継続的に取り組みます。

　①　二酸化炭素排出量削減に努めます。

電力 ・　不要な照明の消灯、エアコンの適正温度管理、ＯＡ機器待機電力の抑制に努めます。

・　コンプレッサーの無駄な可動を無くす為、エア漏れは速やかに改善します。

燃料 ・　エコドライブの推進、工場間の運搬時二度手間にならない様声掛けし情報共有します。

・　暖房機器の適切な使用を心掛けます。

　②　廃棄物の削減に努めます。

・　分別の徹底、リサイクルを推進します。

・　単純焼却ゴミを減らす為、ミスプリントによる紙の無駄を減らす様努力します。

・　使用済みの封筒及び裏紙を積極的に使用します。

　③　5Ｓ活動を中心に生産性、品質向上へ継続的に取り組みます。　

・　品質目標　：　不適合率0.5％以下（生産高比）

・　なくそう無駄な動き、注意しよう適正在庫、そして勿体ないの心がけ。

　④　節水に努めます。

　⑤　化学物質を適正に管理します。

　⑥　環境関連法規制、当社が約束した事を遵守します。

　　　　以上を全従業員に周知徹底するとともに一般にも公開致します。

2019,9,1　制定

株式会社ボルター

代表取締役社長　 岡　珠実



株式会社　ボルター

代表取締役社長　　岡　珠実

本社　　　　　〒170-0012　東京都豊島区上池袋4丁目11番4号

東村工場　　〒961-0309　福島県白河市東深仁井田字陣ヶ平15-1　　

白河工場　　〒961-0416　福島県白河市表郷金山瀬戸原

代表責任者　：　代表取締役社長　　岡　珠実

環境責任者　：　緑川　良一　

担当連絡先　：　緑川　良一　

東村工場（第一工場）　　全組織及び全活動

白河工場（第二工場）　　全組織及び全活動

注 　現在1～4までは組織再編の為、2021年12月1日より(株)NE東北となっております。

株式会社　NE東北

代表取締役　正田　壽夫

本社　〒454-0943　愛知県名古屋市中川区大当郎2丁目1107番地

白河事業所

第一工場　〒961-0309　福島県白河市東深仁井田字陣ヶ平15-1　　

第二工場　〒961-0416　福島県白河市表郷金山瀬戸原

担当連絡先　：　緑川　良一　 TEL　  ：0248-21-8225FAX　  ：0248-21-8235

E-Mail ：r-midorikawa@ne-tohoku.co.jp

事業年度　9月～8月 URL　  ：https://www.ne-tohoku.co.jp

トランス及びリアクトルの開発・製造・販売

5.　事業内容

2.　事業活動の規模

1.　事業所及び代表者名

2.　所在地

3.　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

4.　対象範囲

6.　事業規模　（事業年度　7月～6月） 7月～１１月

活動規模 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

24

売上高 百万円 715.3 414.2 121.6 54.7

従業員数 人 47 44 27

812.95 812.95

床面積
東村工場

㎡ 1312.39 1312.39 1312.39 1312.39

床面積
白河工場

㎡ 812.95 812.95



    3．エコアクション２１　推進組織図 （2019年9月1日　作成）

最高責任者

【代表取締役社長】

環境管理責任者

事務局

【事務局員】

環境委員会

①　環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には

【最高責任者】
代表取締役社長

岡　珠実

【環境委員会】
（四半期に１回開

催）

【環境管理責任者】
正　緑川　良一
副　佐藤　強治

【事務局】
藤田　隆

(兼）緑川　良一

【技術部】
内田　光彦
鈴木　一也

【製造部】
工場長　大森　勲

【品質保証部】
海上　雅彦

東村工場 白河工場

全従業員

職名 役割

　　に提供する。

　　現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②　エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源

　　（人材・資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③　環境経営方針を制定する。

④　エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し

　　環境経営方針・環境経営目標をはじめシステム全体の見直しを行い

　　必要に応じ改訂を指示する。

①　エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②　エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　　協議する。

③　環境管理責任者が必要と認めた者は出席しなければならない。

①　事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　　関する実務全般を所管する。

①　最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、四半期に1回

　　環境管理責任者が召集する。

②　環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について



当社は2018/7/1～2019/6/30の環境負荷実績を把握し、

2019年～2021年迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．環境目標とその実績 (東村工場・白河工場total）

2018年度 2020年度 2021年度

実績 実績 目標 目標

3

%削減

3

%削減

3

%削減

物質把握

ＳDS入手

保管管理

法令遵守

＊購入電力の排出係数は、0.577kg-CO2/kWhを使用しています。

２．主な環境負荷実績

４．環境経営目標とその実績

＊2018年（60期）の基準は、2018年7月～2019年6月のデータです。

＊2021年（63期）の実績は、2021年7月～2021年11月のデータです。

環境目標

基準 今年度目標と実績
中長期の目標

2021年（63期）

目標 達成状況

2018年実
績に対し
て2％削減

2018年実
績に対し
て3％削減

46.45%

増加となり未達成

②売上高100万円当
たりの廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

9.51

2018年
実績に
対して 9.22 15.0

基準に対して

①売上高100万円当
たりの二酸化炭素排
出量の削減  (kg-

CO2/百万円)

297.92

2018年
実績に
対して 288.98 436.3

基準に対して

2018年実
績に対し
て2％削減

2017年実
績に対し
て3％削減

57.62%

増加となり未達成

③売上高当たりの水
資源投入量の  削減

(㎥/百万円)
0.351

2018年
実績に
対して 0.34 0.823

基準に対して
2018年実
績に対し
て2％削減

2017年実
績に対し
て3％削減

134.47%

増加となり未達成

管理の徹
底

管理の徹
底

⑥本業に関する目標 ―
不適合率
0.5％　以

下
未達成

不適合率
0.5％　以

下

不適合率
0.5％　以

下

⑤化学物質取扱及び
管理の徹底

― ―

適切に管
理され法
条令も遵
守出来て
いる。

取扱量の把握がで
き、SDSも入手した

環境への負荷 2018年度 2019年度 2020年度

①二酸化炭素排出量（kg-CO2) 213105.2 167774.02 96501.56

②廃棄物排出量(kg) 6800 6140 2760

③水資源投入量（㎥） 251 198 129



＊2021年6月～2021年11月の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

②照明・PC電源不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥原因分析と削減方法の検討

⑦電力、ガソリン・灯油量の集計

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②排出量の把握・廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④マニフェストの管理方法の確立

⑤裏紙使用推進

⑥ミスプリント削減の為の表示

⑦原因分析と削減方法の検討

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③使用量集計

4．化学物質取扱及び管理の徹底

①取扱商品SDSの入手

②PRTR法該当物質を抽出

③取扱商品（化学物質含有）の把握

④管理手順の策定

5．本業に関する目標

①不良品の削減（不適合率0.5％以下）

次年度の取組内容

５．環境経営計画の取組み計画と評価

環境経営計画 環境経営計画の取組結果とその評価

・CO2排出量は減っているが売り上げが下がりすぎの為、売り上
げ100万円当たりでは未達。

・仕事量減少による時短操業を行い各エネルギー使用量は大幅
に減っている。

次年度の取組内容

・組織再編により新会社となったので基準値を再設定する。

・環境に配慮しながら無駄を減らし、利益を上げる経営が目的
の為、今後も継続して取り組んで行く。

・大幅に減っているが当該事情の為目標値には未達。

・ゴミの分別は出来ているが、コピー機利用の無駄はある。

・廃棄物置き場の整備がされつつある。

次年度の取組内容

・廃棄物置き場が万全では無いため整備してゆく。

・材料梱包材のウェイトが大半の為、一般廃棄物排出量が削減
出来ているか把握するのが困難ではあるが検討する。

・今後も継続して取り組んで行く。

・目標値には未達。水の使用量は元々少ない為売り上げ減少に
よるものと思われ基準値を見直すか検討する。

・節水の表示はされている。

次年度の取組内容

・水の使用量は少ないが、より一層節水に取り組む。

・新規の科学物質は無かった。

・取り扱い商品は把握できている。

・保管場所は管理されている。

・今後も目標達成の為に継続的に取り組んで行く。

・より一層の適正管理に取り組む。（PRTR届け出等）

・大幅な受注減の為不適合があった時点で未達成。

・コロナの影響もあり品質会議が毎月できなかった。

・5Ｓ活動による作業環境の改善。

次年度の取組内容



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2021年8月5日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

６．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法 福島県生活環境保全条例 遵守

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、マニフェスト交
付・保存及び交付状況報告

遵法

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

会社の経営状況の悪化により、代表者、各責任者とうまくコミュニケーションが取れず非常に
厳しい状況であり、活動が停滞し、実績の評価もできるような状況になかった。会社の状況が
安定してきた段階で、エコアクション活動も正常なものに戻していきたい。（環境管理責任者
コメント）

フロン排出抑制法 簡易点検の実施、点検等の履歴の保存 遵法

ＰＲＴＲ法 対象化学物質の届出 遵法



≪目次≫

発行日 2022年12月12日

環境経営レポート

【レポートの対象期間 ： 2021/12/1 ～ 2022/8/31】

白河事業所（第一工場）

7．　代表者による全体の評価と見直し・指示

1．　環境経営方針

2．　事業活動の規模

3．　EA21推進体制

4．　環境経営目標とその実績　

5．　環境経営計画の取り組み計画と評価

6．　環境関連法規制の遵守



1.　環境・品質方針

　＜環境理念＞

　株式会社ＮＥ東北の経営理念のもと、製品安全・環境・品質等のお客様

　の要求と期待に対応した製品の開発・提供に努めると共に、事業活動の

　あらゆる面を通して、環境保全活動に努め、地域及び社会と共存共栄を

　計り、豊かな未来の創造に貢献する企業をめざす。

　＜活動方針＞

　１．顧客満足の向上が事業活動の原点と考え、常に顧客の観点から事業活動を進める。

　２．環境・品質関連の法規制・顧客要求事項ならび当社が同意する協定等を

　　　確実に遵守し顧客満足度の向上、環境汚染の防止を図る。

　３．年度毎の環境目標、品質目標に基づき各部門毎の活動目標を展開し実行する

      ことによりプロセスの継続的な改善に取り組む。

　４．環境・品質方針は、当社で働く全ての人に周知するとともに、社外からの要求、その他
      必要に応じて開示する。

　＜行動計画＞

　①　二酸化炭素排出量削減に努めます。

電力 ・ 不要な照明の消灯、エアコンの適正温度管理、ＯＡ機器待機電力の抑制に努めます。
・ コンプレッサーの無駄な可動を無くす為、エア漏れは速やかに改善します。

燃料 ・ エコドライブの推進。
・ 暖房機器の適切な使用を心掛けます。

　②　リサイクルを推進し廃棄物の削減に努めます。

・ 分別の徹底、リサイクル可能な廃棄物は適正に管理します。

・ 単純焼却ゴミを減らす為、ミスプリントの削減、裏紙の積極利用に心がけます。

　③　節水に努めます。

　④　化学物質を適正に管理します。

　⑤　環境関連法規制、当社が約束した事を遵守します。

　⑥　5Ｓ活動を活性化し自主性を持った人材育成を通じて
　　　生産性、品質向上へ継続的に取り組みます。　

・ 品質目標　：　不適合率0.5％以下（生産高比）

・ なくそう無駄な動き、注意しよう適正在庫、そして勿体ないの心がけ。

2022,3,4 　制定

株式会社 NE東北

代表取締役社長　 正田　壽夫



本社　　　　　〒454-0943　愛知県名古屋市中川区大当郎2丁目1107番地

2.　事業活動の規模

1.　事業所及び代表者名

株式会社　NE東北

代表取締役社長　　正田　壽夫

2.　所在地

第二工場　　全組織及び全活動

第一工場　　〒961-0309　福島県白河市東深仁井田字陣ヶ平15-1　　

第二工場　　〒961-0416　福島県白河市表郷金山瀬戸原

3.　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　：　代表取締役社長　　正田　壽夫

環境責任者　：　緑川　良一　

担当連絡先　：　緑川　良一　 TEL　   ：0248-21-8225

FAX　   ：0248-21-8235

E-Mail　：r-midorikawa@ne-tohoku.co.jp

URL　   ：https://www.ne-tohoku.co.jp

4.　対象範囲

第一工場　　全組織及び全活動

5.　事業内容

トランス及びリアクトルの開発・製造・販売

6.　事業規模　（事業年度　9月～8月） 旧㈱ボルター 現㈱NE東北

売上高 百万円 121.6 54.7 81.6

活動規模 単位 2020年度
2021年度
7～11月

2021年度
12～2022年

812.95

462.81

従業員数 人 27 27

床面積　　白河工場 ㎡ 812.95 812.95

20

床面積　　東村工場 ㎡ 1312.39 1312.39 1312.39



    3．エコアクション２１　推進組織図 （2022年3月4日作成）

最高責任者

【代表取締役社長】

環境管理責任者

事務局

【事務局員】

環境委員会

②　エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源

【最高責任者】
代表取締役社長
正田　壽夫

【環境委員会】
（半年に１回開

催）
【環境管理責任者】 【事務局】

【白河事業所】
所長

第一工場 第二工場

全 従 業 員

職名 役割

①　環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には

　　現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

①　事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　　（人材・資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③　環境経営方針を制定する。

④　エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し

　　環境経営方針・環境経営目標をはじめシステム全体の見直しを行い

　　必要に応じ改訂を指示する。

①　エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②　エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　　に提供する。

③　環境管理責任者が必要と認めた者は出席しなければならない。

　　関する実務全般を所管する。

①　最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、四半期に1回

　　環境管理責任者が召集する。

②　環境経営目標の設定、環境経営計画の策定及び進捗管理について

　　協議する。



1．環境活動の実績

2021年7月～11月及び2021年12月～2022年8月の期間については目標管理が出来なっかたため

実績を表示します。

＊2020年（62期）の実績は、2020年7月～2021年6月のデータです。

＊2021年（62期）の実績は、ボルター2021年7月～11月のデータです。

＊2021年（1期）の実績は、NE東北2021年12月～2022年8月のデータです。

＊購入電力の排出係数は、0.577kg-CO2/kWhを使用しています。

２．主な環境負荷実績

実績 実績 実績 目標

４．環境経営目標とその実績

2020年度
7月～6月

2021年度
7月～11月

2021年度
12月～8月

2022年度
9月～8月

②廃棄物排出量の
削減
(kg)

2760 820 8502
リサイクル可能資
源の管理、把握

①二酸化炭素排出
量の削減
(kg-CO2)

96501.56 23861.81 84737.01 年度実績の把握

＊2022年度（2022年9月～2023年8月）の実績を把握し新たな基準値として、翌年度以降の
　環境目標と実績を管理する。

③水資源投入量の
削減(㎥)

2760 45 85 年度実績の把握

⑤化学物質取扱及
び管理の徹底

化学物質取扱及び
管理の徹底

化学物質取扱及び
管理の徹底

化学物質取扱及び
管理の徹底

適正管理

⑥本業に関する
目標

不適合率の低減
3.74 不適合率0.5％以下

環境への負荷 2018年度 2019年度 2020年度

①二酸化炭素排出量（kg-CO2) 213105.2 167774.02 96501.56

②廃棄物排出量(kg) 6800 6140 2760

③水資源投入量（㎥） 251 198 129



＊新会社となってからの2021年12月～2022年8月の9ヶ月の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化・表示

②照明・PC電源不要時のＯＦＦの推進

③エアコン清掃の実施

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥原因分析と削減方法の検討

⑦電力、ガソリン・灯油量の集計

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②排出量の把握・廃棄物置場の整備

③産廃業者との契約書の確認

④マニフェストの管理方法の確立

⑤裏紙使用推進

⑥ミスプリント削減の為の表示

⑦原因分析と削減方法の検討

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③使用量集計

4．化学物質取扱及び管理の徹底

①取扱商品SDSの入手

②PRTR法該当物質を抽出

③取扱商品（化学物質含有）の把握

④管理手順の策定

5．本業に関する目標

①不良品の削減（不適合率0.5％以下）

次年度の取組内容

５．環境経営計画の取組み計画と評価

環境経営計画 環境経営計画の取組結果とその評価

・節電、温度設定、戸締り等の表示をもっと全員が意識してほ
しい。

・不要照明の消灯、冷暖房のOFF、冷暖房時の戸締りがまだまだ
足りない。

次年度の取組内容

・新会社となり新しく基準値を設定する為、継続して環境負荷
を把握してゆく。

・組織再編による新会社となった為、組織移行時に大量の処分
品が出て廃棄物量の増加。

・ゴミの分別は出来ているが、ミスプリントが目立つ。

・廃棄物置き場の整備がされつつある。

次年度の取組内容

・一般廃棄物排出量が削減出来ているか把握困難の為、今後はリサイ
クル可能資源を管理把握して行く。

・今後も廃棄物を減らして行けるよう取り組んで行く。

・目標値には未達。水の使用量は元々少ない為売り上げ減少に
よるもの。

・節水の表示はされている。

・水漏れ、出しっぱなしは無い。

・　生産台数が回復していないので、数件でも不適合があれば目標は達成でき
ない。

・5Ｓ活動による作業環境の改善。→作業環境は徐々に良くなっ
ている。

次年度の取組内容

・仕事量が順調に増えて来て、不適合を出さない事も大事だが事故、怪我等の
無いよう集中力を以て仕事に取り組んで行く。

・水の使用量は少ないが、より一層節水に取り組む。

 ・　新会社となり新規材料の化学物質がある為早急に把握する。

・保管場所は管理されている。

次年度の取組内容

・より一層の適正管理に取り組む。（PRTR届け出等）



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年10月7日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

６．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称 遵守事項 遵守状況

騒音規制法 福島県生活環境保全条例 遵守

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施 遵法

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、マニフェスト交
付・保存及び交付状況報告

遵法

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

譲渡後の新会社となった2021年12月から2022年8月（会計年度末）までの期間について、環境レ
ポートにまとめた。会社の状況も徐々に活動的になってきたが、先が見えていない。エコアク
ション21活動については、活動継続の意思を持っているので、環境負荷の把握等継続的に行っ
ていくとともに、正常な活動に戻していきたい。（環境管理責任者コメント）

フロン排出抑制法 簡易点検の実施、点検等の履歴の保存 遵法

ＰＲＴＲ法 対象化学物質の届出 遵法


